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　地震時の摩擦発熱検出は、断層強度を見積もる上で重要である。本研究では、地震性すべり時の断層におけ

る温度上昇を検出するために、泥質岩起源の天然及び実験シュードタキライトを対象として炭質物のラマン分

光分析を行った。その結果、周囲の温度が280 °C以下の場合、シュードタキライトにおける炭質物熟成度増加

を検出することが可能であることが明らかとなった。この炭質物熟成度増加は、すべり時間が僅か4–16 秒の

間で起こり、シュードタキライトの変質（脱ガラス化・粘土化)後も保持される。高速摩擦実験データとラマン

データの比較に基づくと、平均剪断応力とシュードタキライトにおける炭質物のラマンスペクトルの間には負

の良い相関関係が見られた。この相関関係から、天然のシュードタキライトが形成された地震時の平均剪断応

力は1.8 MPaと見積もられた。この時、深度4–6 kmでの水平な断層における静水圧条件を仮定すると、摩擦係

数は約0.03–0.05となる。本研究により、シュードタキライトにおける炭質物のラマン分光分析は、地震時の

断層強度を見積るうえで有効であることが示された。 
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